
輔
仁
会
弓
道

輔
仁
会
弓
道
部部

百
周
年
記
念
行

百
周
年
記
念
行
事事

5
0
年
、
2
0
0
年
と
弓
道
部

の
伝
統
が
続
い
て
ほ
し
い
で

す
」と
、真
剣
な
面
持
ち
で
祝
射

を
振
り
返
っ
た
。さ
ら
に
、小
平

氏
は
現
役
部
員
へ
の
エ
ー
ル
を

笑
顔
で
語
る
。「
弓
道
で
は
、
技

術
だ
け
で
は
な
く
品
性
や
教
養

が
必
要
で
す
。
こ
の
精
神
を
胸

に
、
活
動
に
取
り
組
ん
で
も
ら

え
れ
ば
と
思
い

ま
す
」。

　
弓
道
部
は
、

本
多
流
の
射
法

を
採
用
し
て
い

る
。
本
多
流
の

歴
史
は
、
明
治

時
代
に
ま
で
遡

る
。
本
多
利
實

が
興
し
た
こ
の

流
派
。
品
行
徳

行
・
体
育
・
衛

生
を
重
視
し
て
い
る
の
が
特
徴

で
あ
る
。
本
学
の
弓
道
部
で

は
、
創
設
時
に
初
代
師
範
を
務

め
て
い
た
大
内
儀
一
の
流
れ
を

汲
み
、
現
在
に
至
る
ま
で
こ
の

流
派
の
射
法
に
倣
っ
て
い
る
。

　
第
二
部
で
は
、
百
周
年
記
念

会
館
に
て
祝
賀
会
が
行
わ
れ

た
。
来
賓
と
し
て
本
多
流
宗
家

四
世
の
本
多
利
永
氏
を
は
じ

め
、
桜
弓
会
会
長
の
北
村
則
之

　（１） ２０２０年１月１５日（水曜日）（通算５１３号）   第３１４号［ 総　 合 ］
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皆
さ
ん
の
や
り

た
い
こ
と
は
な
ん

だ
ろ
う
か
。
私
に

は
や
り
た
い
こ
と

が
た
く
さ
ん
あ

る
。
好
き
な
音
楽

や
ラ
ジ
オ
を
聴
き

た
い
。
ラ
イ
ブ
に
行
き
た
い
。

映
画
や
ア
ニ
メ
を
観
た
い
。
友

達
と
話
し
た
り
遊
び
に
行
っ
た

り
し
た
い
。
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
や
ク

リ
ス
マ
ス
、
年
越
し
な
ど
の
季

節
の
行
事
を
楽
し
み
た
い
。
一

人
で
遊
び
に
行
き
た
い
。
風
呂

に
ゆ
っ
く
り
浸
か
り
た
い
。
本

や
漫
画
を
読
み
た
い
。
ゲ
ー
ム

を
し
た
い
。
毎
日
満
足
す
る
ま

で
眠
り
た
い
。
美
味
し
い
も
の

を
た
く
さ
ん
食
べ
た
い
。
学
び

た
い
こ
と
を
学
び
た
い
。
▼
私

に
は
や
り
た
い
こ
と
が
た
く
さ

ん
あ
る
。
私
の
や
り
た
い
こ
と

は
楽
し
い
こ
と
だ
。
今
私
が
思

い
つ
く
だ
け
で
も
多
く
の
楽
し

い
こ
と
が
こ
の
世
界
に
は
存
在

し
て
い
る
が
、
私
の
知
ら
な
い

楽
し
い
こ
と
も
ま
だ
数
多
く
あ

る
だ
ろ
う
。
人
間
界
に
は
、
も

は
や
享
受
し
き
れ
な
い
ほ
ど

に
、
楽
し
い
こ
と
が
た
く
さ
ん

存
在
し
て
い
る
の
だ
。
▼
そ
ん

な
世
界
で
生
活
を
し
て
い
る
の

だ
か
ら
、
や
り
た
く
な
い
こ
と

や
楽
し
く
な
い
こ
と
を
し
て
い

る
暇
は
な
い
。
た
だ
で
さ
え
楽

し
い
こ
と
が
溢
れ
て
い
る
の
だ

か
ら
、
そ
ん
な
雑
事
に
構
っ
て

い
る
暇
は
な
い
。
私
は
楽
し
い

こ
と
、
す
な
わ
ち
や
り
た
い
こ

と
を
し
た
い
。
い
や
、
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
。 億
 （
棚
）

学
習
院
さ
く
ら
ア
カ
デ
ミ
ー
特
別
講
座

市民生活に関わる法律「民法」
法学部法学科　山下  純司  教授

な
す
ル
ー
ル
で
す
。
法
律
の
勉
強
は
社
会

全
体
を
分
か
っ
て
い
な
い
と
理
解
で
き
な

い
の
で
、
大
学
時
代
に
勉
強
以
外
に
も
、

色
々
な
経
験
を
積
ん
で
お
く
と
よ
い
と
思

い
ま
す
」。

　
市
民
生
活
に
関
わ
る
法
律
「
民
法
」。
暮

ら
し
や
す
い
社
会
の
た
め
に
、
民
法
を
通

し
て
現
代
社
会
を
研
究
す
る
、
先
生
の
今

後
に
期
待
す
る
ば
か
り
だ
。

「
判
断
能
力
が
衰
え
た
高
齢
者
が
社
会
生

活
を
送
る
に
は
、
家
族
や
知
人
と
話
し
合

っ
て
お
く
こ
と
も
大
切
で
す
。
事
前
の
取

決
め
が
法
的
に
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
つ

の
か
、
議
論
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
」。

教
育
者
と
し
て

　
法
学
は
、
ル
ー
ル
に
よ
っ
て
人
と
人
と

の
関
係
を
円
滑
に
取
り
運
ぶ
た
め
の
学
問

だ
、
と
先
生
は
考
え
て
い
る
。「
法
律
を
学

ぶ
こ
と
に
よ
り
、
ル
ー
ル
を
使
っ
て
考
え

る
こ
と
が
身
に
つ
く
た
め
、
様
々
な
職
業

に
役
立
つ
と
思
い
ま
す
」。

　
最
後
に
、
法
律
を
学
ぼ
う
と
し
て
い
る

学
生
へ
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
頂
い
た
。「
学
生

の
間
は
色
々
な
こ
と
に
挑
戦
で
き
る
時
期

な
の
で
、
色
々
な
勉
強
を
し
て
ほ
し
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
法
律
は
社
会
の
基
礎
を

　
民
法
は
、
主
に
2
つ
の
側
面
が
あ
る
。

1
つ
目
は
、
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
、
取

引
に
関
す
る
テ
ー
マ
で
あ
る
。
2
つ
目

は
、
親
子
関
係
や
婚
姻
関
係
な
ど
家
族
に

関
す
る
問
題
だ
。
先
生
は
、
高
齢
者
や
未

成
年
、
婚
外
子
の
保
護
な
ど
を
研
究
対
象

と
し
て
い
る
。
現
在
は
、
高
齢
者
の
金
融

取
引
に
関
心
を
持
っ
て
い
る
。

　
先
生
は
、
高
齢
者
の
金
融
取
引
の
問
題

点
に
つ
い
て
「
現
代
の
高
齢
化
社
会
は
金

融
取
引
の
分
野
に
新
た
な
問
題
を
引
き
起

こ
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
認
知
症
の
高

齢
者
が
安
全
に
預
金
を
管
理
す
る
た
め
の

仕
組
み
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
」

と
話
す
。

今
後
の
研
究
の
展
望

　
こ
れ
か
ら
研
究
し
て
い
き
た
い
こ
と
に

つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
語
っ
て
く
れ
た
。

契
約
法
、
信
託
法
に
つ
い
て
研
究
さ
れ
て

い
る
。
今
回
は
、
先
生
の
研
究
内
容
や
、

民
法
と
は
ど
の
よ
う
な
法
律
な
の
か
等
に

つ
い
て
、
お
話
を
伺
っ
た
。

　
　
　
　
（
取
材
・
構
成
　
清
水
彩
花
）

◇
　
　
　
　
　
　
　
◇
　
　
　
　
　
　
◇

現
在
の
研
究
に
至
る
ま
で

　
学
生
時
代
か
ら
、
論
理
的
に
物
事
を
考

え
る
こ
と
が
好
き
で
あ
っ
た
た
め
、
法
学

部
に
進
学
し
た
と
い
う
先
生
。
民
法
は
、

憲
法
や
刑
法
と
は
異
な
り
、
私
た
ち
の
生

活
に
身
近
な
場
面
で
使
用
さ
れ
る
。
民
法

を
専
攻
し
た
理
由
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に

話
す
。「
暮
ら
し
や
す
い
社
会
の
実
現
の

た
め
に
、
法
律
が
ど
の
よ
う
に
役
に
立
つ

の
か
関
心
を
持
ち
ま
し
た
」。

取
引
の
ル
ー
ル
と
し
て
の
民
法

Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｆ
Ｉ
Ｌ
Ｅ

　
東
京
大
学
法
学
部
卒
業
。
同
大
学
院
法

学
政
治
学
研
究
科
助
手
。
学
習
院
大
学
法

学
部
専
任
講
師
、
学
習
院
大
学
法
学
部
助

教
授
を
経
て
、
平
成
　
年
よ
り
学
習
院
大
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学
法
学
部
教
授
。
現
在
は
、
日
本
私
法
学

会
、
信
託
法
学
会
、
法
と
教
育
学
会
に
所

属
。
国
家
公
務
員
総
合
職
試
験
委
員
、
司

法
試
験
委
員
も
務
め
る
。

◇
　
　
　
　
　
　
　
◇
　
　
　
　
　
　
◇

　
山
下
先
生
は
、
民
法
を
専
門
と
し
て
、

ブランディング・シンポジウム開ブランディング・シンポジウム開催催

歌代氏、阿部氏、冨田氏
鈴木氏、高島教授、嶋田教授（左から順に）

祝射を行った小平氏

一つ的射礼を行った三主将

　昨年の11月23日、第7回学習院大学
ブランディング・シンポジウム『超高
齢社会を科学するⅣ〈健康長寿社会
のテクノロジー〉』が開催された。

い
る
現
状
に
つ
い
て
言
及
。
予

防
検
査
に
よ
る
早
期
発
見
、
患

者
一
人
一
人
に
適
し
た
医
療
の

普
及
こ
そ
が
、
そ
の
打
開
策
と

な
り
う
る
と
い
う
。
鈴
木
氏
は

「
知
ら
ず
知
ら
ず
の
ま
ま
発
症

・
治
療
す
る
時
代
か
ら
、
検
査

で
予
防
し
薬
を
選
択
す
る
時
代

へ
と
移
行
す
る
で
し
ょ
う
」と
、

真
の
健
康
社
会
の
実
現
に
向
け

た
予
測
に
つ
い
て
述
べ
た
。

　
最
後
に
、
歌
代
氏
は
『
1
0

0
歳
の
秘
訣
』（
新
潮
新
書
）
の

執
筆
に
向
け
た
取
材
経
験
に
基

づ
く
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
披
露
し

た
。
1
0
5
歳
で
亡
く
な
っ
た

医
師
の
日
野
原
重
明
氏
と
の
出

会
い
を
経
て
、
本
書
で
は
日
本

初
の
女
性
報
道
写
真
家
で
あ
る

笹
本
恒
子
氏
な
ど
、
1
0
0
歳

を
超
え
た
　
名
の
方
々
を
取
材

10

し
た
歌
代
氏
。「
自
分
に
し
か

も
て
な
い
生
き
が
い
を
皆
さ
ん

も
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し

た
」
と
彼
ら
の
共
通
点
を
語

る
。
日
々
の
生
活
の
些
細
な
喜

び
や
楽
し
み
、
生
涯
に
お
け
る

夢
こ
そ
が
、
長
生
き
の
秘
訣
な

の
か
も
し
れ
な
い
。

　
世
界
で
も
例
を
見
な
い
超
高

齢
社
会
に
突
入
し
た
日
本
。
今

後
、
そ
の
度
合
い
が
急
激
に
加

速
す
る
こ
と
は
不
可
避
の
事
実

だ
。
健
康
に
長
生
き
す
る
た
め

に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
。

当
事
者
意
識
を
も
っ
て
こ
の
問

題
に
向
き
合
う
こ
と
が
、
私
た

ち
若
い
世
代
に
求
め
ら
れ
て
い

る
。 疑
疑
疑
疑
疑
 （
横
山
浩
人
）

ス
メ
ッ
ク
ス
㈱
の
鈴
木
健
夫

氏
、
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
家

の
歌
代
幸
子
氏
の
4
名
が
登
壇

し
た
。
司
会
は
、
本
学
の
理
学

部
生
命
科
学
科
・
嶋
田
透
教
授
、

高
島
明
彦
教
授
が
務
め
た
。

　
は
じ
め
に
、
阿
部
氏
は
人
生

1
0
0
年
時
代
に
お
け
る
健
康

の
た
め
に
必
要
な
「
フ
レ
イ
ル
」

の
予
防
に
つ
い
て
論
じ
た
。
健

康
と
要
介
護
の
中
間
の
状
態
を

意
味
す
る
フ
レ
イ
ル
。
適
度
な

運
動
と
、
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食

事
に
よ
る
タ
ン
パ
ク
質
の
摂
取

が
、
予
防
の
た
め
に
不
可
欠
で

あ
る
と
い
う
。
阿
部
氏
は
「
身

体
と
心
の
健
康
と
と
も
に
社
会

と
の
つ
な
が
り
も
重
要
な
要
素

と
な
り
ま
す
」
と
フ
レ
イ
ル
予

防
の
ポ
イ
ン
ト
を
強
調
し
た
。

　
次
に
、
冨
田
氏
は
認
知
症
を

取
り
巻
く
社
会
環
境
と
、
そ
の

課
題
解
決
に
つ
い
て
説
明
し

た
。
ま
ず
、
Ｍ
Ｃ
Ｉ
（
軽
度
認

知
障
害
）
に
つ
い
て
紹
介
し
、

早
期
発
見
と
早
期
対
応
の
重
要

性
に
つ
い
て
訴
え
た
。
そ
の
う

え
で「
患
者
様
、
そ
の
ご
家
族
、

そ
し
て
私
た
ち
が
共
生
で
き
る

社
会
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
」

と
力
説
。
こ
れ
ら
の
理
念
の
実

現
に
向
け
て
、
エ
ー
ザ
イ
で
は

認
知
機
能
チ
ェ
ッ
ク
を
は
じ
め

と
す
る
様
々
な
事
業
を
展
開
し

て
い
る
と
い
う
。

　
続
い
て
、
鈴
木
氏
は
臨
床
検

査
の
観
点
か
ら
講
演
を
行
っ

た
。
冒
頭
で
、
医
療
費
が
国
家

財
政
の
大
き
な
負
担
と
な
っ
て

　
文
部
科
学
省
が
採
択
し
た
私

立
大
学
研
究
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

事
業
の
一
つ
で
あ
る
本
イ
ベ
ン

ト
。
本
学
で
は
、
平
成
　
年
か
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ら
、
年
2
回
の
頻
度
で
開
催
し

て
い
る
。
文
部
科
学
省
か
ら
の

支
援
は
本
年
度
を
も
っ
て
終
了

す
る
が
、
本
学
は
来
年
ま
で
自

力
で
本
事
業
を
継
続
す
る
予
定

だ
。
　
第
7
回
目
を
迎
え
る
今
回

は
、
国
立
健
康
・
栄
養
研
究
所

の
阿
部
圭
一
理
事
兼
所
長
、
㈱

エ
ー
ザ
イ
の
冨
田
清
行
氏
、
シ

ぐ
弓
道
の
世
界
。
こ
の
精
神
を

も
っ
て
、
テ
ス
ト
勉
強
な
ど
、

日
々
の
学
生
生
活
に
懸
命
に
取

り
組
む
こ
と
が
、
我
々
に
と
っ

て
も
大
切
な
こ
と
だ
と
い
え
る

だ
ろ
う
。 

（
小
泉
凜
太
郎
）

氏
（
昭
和
　
年
卒
）、
副
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会
長
兼
周
年
行
事
委
員

長
の
小
倉
吉
晴
氏
（
昭

和
　
年
卒
）
が
参
加
し

54
た
。
代
表
と
し
て
、
北

村
氏
は
「
今
後
と
も
、

皆
様
の
支
援
を
頂
き
な

が
ら
、
伝
統
を
維
持
し
、
学
習

院
弓
道
と
し
て
の
気
品
を
持
っ

て
弓
道
に
励
ん
で
も
ら
い
た
い

で
す
」
と
激
励
の
意
を
込
め
て

語
っ
た
。

　
一
射
に
己
の
力
の
全
て
を
注

　
本
学
の
輔
仁
会
弓
道
部
の
百

周
年
記
念
行
事
が
、
昨
年
の
　11

月
　
日
に
開
催
さ
れ
た
。
弓
道

16
部
の
創
部
百
周
年
を
祝
い
、
現

役
部
員
、
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
を
含
め

た
約
1
7
0
名
が
参
加
し
た
。

　
第
一
部
で
は
、
富
士
見
会
館

弓
道
場
に
て
祝
射
会
が
執
り
行

わ
れ
た
。
百
周
年
を
寿
ぐ
祝
射

は
、
射
礼
の
一
つ
で
あ
り
、
現

代
弓
道
で
は
射
の
基
本
と
な
る

態
度
・
動
作
・
射
法
射
技
を
示

す
弓
道
の
形
と
さ
れ
て
い
る
。

　
今
回
、
弓
道
部
監
督
の
小
平

稠
氏
（
昭
和
　
年
卒
）
が
本
多
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流
射
法
に
よ
る
祝
射
を
行
っ

た
。
続
い
て
、
主
将
の
望
月
修

斗
さ
ん
（
政
3
）、
女
子
主
将
の

内
海
は
る
か
さ
ん
（
心
3
）、
女

子
大
主
将
の
石
川
優
花
さ
ん

（
国
日
3
）
の
3
名
が
全
日
本

弓
道
連
盟
の
統
一
射
法
に
よ
る

順
繰
り
に
回
っ
て
射
る
一
つ
的

射
礼
を
行
っ
た
。
ピ
ン
と
張
り

詰
め
た
空
気
の
中
、
集
中
力
を

研
ぎ
澄
ま
し
て
矢
を
放
つ
。
静

か
な
る
躍
動
感
に
あ
ふ
れ
た
そ

の
一
射
は
、
ま
さ
に
圧
巻
で
あ

っ
た
。

　
学
生
3
名
は
「
1
0
0
年
の

歴
史
の
重
み
を
感
じ
、
と
て
も

緊
張
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
1

訓

卦

軍

袈

群群群群群群群群群群群群群群群群群群群群群群

群群群群群群群群群群群群群群群群群群群群群群

郡
郡
郡
郡
郡
郡
郡
郡
郡
郡
郡
郡
郡
郡
郡
郡
郡
郡
郡
郡
郡
郡
郡

郡
郡
郡
郡
郡
郡
郡
郡
郡
郡
郡
郡
郡
郡
郡
郡
郡
郡
郡
郡
郡
郡
郡

『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来ぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶらららららららららららららららららららららりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』ののののののののののののののののののののの魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力ににににににににににににににににににににに迫迫迫迫迫迫迫迫迫迫迫迫迫迫迫迫迫迫迫迫迫『来ぶらり』の魅力に迫るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる
　
本
学
大
学
図
書
館
が
発
行
す
る
広

報
誌
『
来
ぶ
ら
り
』
を
ご
存
知
だ
ろ

う
か
。
今
回
は
そ
の
制
作
・
編
集
に

携
わ
っ
て
い
る
図
書
館
司
書
の
内
藤

氏
に
取
材
を
行
っ
た
。

　
同
誌
は
昭
和
　
年
、
前
身
で
あ
る
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広
報
誌
『
か
る
ね
』
を
引
き
継
ぐ
形

で
第
1
号
が
発
行
さ
れ
た
。
学
生
に

図
書
館
の
サ
ー
ビ
ス
を
知
っ
て
も
ら

い
、
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
こ
と
が

目
的
で
あ
る
。
留
学
生
座
談
会
や
学

部
長
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な
ど
、

様
々
な
企
画
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　
内
藤
氏
は
「
読
み
物
と
し
て
作
る

こ
と
を
意
識
せ
ず
、
視
覚
的
に

ポ
ッ
プ
に
な
る
よ
う
心
が
け
て

い
ま
す
。
ク
オ
リ
テ
ィ
に
つ
い

て
、
他
大
学
の
図
書
館
関
係
者

の
方
か
ら
お
褒
め
い
た
だ
く
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
」
と
同
誌
の

特
徴
を
語
る
。
一
目
見
て
必
要

な
情
報
が
わ
か
る
構
成
や
、
鮮
や
か

な
デ
ザ
イ
ン
は
大
き
な
魅
力
で
あ
る
。

　
最
後
に
内
藤
氏
は
「
熟
読
す
る
も

の
で
は
な
い
の
で
、
気
軽
に
手
に
と

っ
て
め
く
っ
て
も
ら
え
る
だ
け
で
も

嬉
し
い
で
す
」
と
話
し
た
。
次
号
は

「
Ｉ
Ｔ
ス
キ
ル
特
集
」
と
題
し
、
情

報
処
理
に
関
す
る
本
の
紹
介
を
行
う

そ
う
だ
。

　
同
誌
は
大
学
図
書
館
の
ラ
ッ
ク
に

て
配
布
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ

サ
イ
ト
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
学

生
の
皆
さ
ん
も
、
ぜ
ひ
一
読
し
て
ほ

し
い
。 億
億
億
億
億
億
億
 （
吉
田
愛
）

健康長寿社会

の実現へ

日
時：

2
月
　
日
（
土
）

15

　
　
　
　
時
　
分
～
　
時

13

30

15

講
師：

久
保
田
　
福
美
氏

会
場：

中
央
教
育
研
究
棟

費
用：

1
6
5
0
円

戦
後
日
韓
関
係
は
ど
う
展
開

し
て
き
た
の
か

　
「
近
く
て
遠
い
」
隣
国
と

　
の
関
係
を
捉
え
な
お
す
　

日
時：

3
月
7
日
（
土
）

　
　
　
　
時
　
分
～
　
時

13

30

15

講
師：

磯
崎
　
典
世
氏

会
場：

中
央
教
育
研
究
棟

費
用：

1
6
5
0
円

幸
せ
を
呼
ぶ
朝
ド
ラ
の

「
○
」
と
「
ん
」
の
法
則

2
Ｓ
Ｎ
Ｓ
犯
罪
の
被
害
に

遭
わ
な
い
た
め
に

3
手
軽
に
楽
し
め
る

お
す
す
め
鍋
料
理
を
紹
介

4
意
地
の
勝
利

　
一
部
に
所
属
し
て
い
る
本

学
ラ
ク
ロ
ス
部
女
子
の
入
れ

替
え
戦
が
、
葛
飾
区
奥
戸
総

合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
に
て

行
わ
れ
た
。



素

蘇

粗疎疎疎疎疎

祖
祖
祖
祖
祖
祖
祖
祖 大学の友人 大学の友人とと

入学式前に知り合う入学式前に知り合う 

 ２０２０年１月１５日（水曜日）（通算５１３号）   第３１４号 （２）［ 社　 会 ］

　
Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
は
自
分
の
知
り
合

い
で
は
な
い
人
に
情
報
が
届
く
こ
と
が

あ
る
。
ま
た
、
ネ
ッ
ト
で
検
索
を
か
け

た
と
き
、
投
稿
が
引
っ
か
か
る
場
合
も

あ
る
の
で
拡
散
力
が
高
い
と
考
え
ら
れ

る
。
　
対
し
て
Ｉ
ｎ
ｓ
ｔ
ａ
ｇ
ｒ
ａ
ｍ
は
写

真
を
中
心
と
し
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
あ
る
。
自

分
で
画
像
を
加
工
し
て
投
稿
す
る
こ
と

が
多
い
。
投
稿
し
た
写
真
を
共
有
す
る

の
は
主
に
実
際
の
友
達
や
知
り
合
い

で
、
自
分
が
フ
ォ
ロ
ー
し
た
人
以
外
の

写
真
を
見
る
こ
と
は
少
な
い
。

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
普
及
に
よ
り
中

高
生
も
こ
れ
ら
の
サ
ー
ビ
ス
を
多
く
利

用
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ

っ
て
情
報
の
発
信
や
共
有
は
容
易
に
な

っ
た
が
、
そ
こ
に
は
危
険
も
潜
ん
で
い

る
。
使
う
際
に
は
細
心
の
注
意
を
払
う

必
要
が
あ
る
。 

（
阿
部
玲
）

味
を
も
つ
若
者
が
増
え
て
い
る
現
状
か

ら
、
冷
静
に
考
え
た
ら
あ
り
え
な
い
よ
う

な
話
を
持
ち
込
み
、知
識
の
乏
し
い
大
学

生
を
陥
れ
る
。

　
投
資
詐
欺
の
も
う
一
つ
の
手
口
は
、
投

資
用
教
材
ビ
デ
オ
や
、
投
資
を
す
る
う
え

で
有
利
に
な
り
そ
う
な
情
報
を
売
り
つ
け

る
「
情
報
商
材
」
だ
。
落
ち
着
い
て
い
れ

ば
、
そ
の
情
報
の
真
偽
を
確
か
め
、
検
討

す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
詐
欺
グ
ル
ー
プ

は
サ
ク
ラ
を
用
意
し
、
同
じ
大
学
生
で
も

実
際
に
稼
ぐ
こ
と
が
で
き
た
、
と
い
う
具

体
例
を
用
意
し
、
口
コ
ミ
形
式
で
多
く
の

大
学
生
の
興
味
を
引
き
付
け
て
い
る
。

　
以
上
の
記
事
を
読
ん
で
、
私
は
こ
の
手

の
詐
欺
に
は
引
っ
か
か
ら
な
い
な
、
と
思

う
人
も
い
る
だ
ろ
う
。
だ
が
、
詐
欺
グ
ル

ー
プ
も
あ
の
手
こ
の
手
を
使
い
、
い
つ
の

間
に
か
私
た
ち
に
近
寄
っ
て
く
る
。
大
学

生
で
あ
る
私
た
ち
は
、
本
契
約
の
前
に
一

度
立
ち
止
ま
っ
て
、
そ
の
契
約
が
本
当
に

自
分
自
身
に
必
要
な
も
の
な
の
か
を
見
極

め
る
必
要
が
あ
る
。 

（
井
ヶ
田
友
一
）

詐
欺
に
ひ
っ
か
か
る
な
外

で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
だ
。
こ
の
契
約

に
は
、
一
人
暮
ら
し
の
賃
貸
借
契
約
や
携

帯
電
話
の
契
約
、
ア
ル
バ
イ
ト
・
就
職
な

ど
の
雇
用
契
約
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の

契
約
も
含
ま
れ
る
。
こ
れ
だ
け
を
聞
く

と
、
出
来
る
こ
と
が
格
段
に
増
え
、
自
由

を
手
に
し
た
と
喜
ぶ
学
生
も
多
い
だ
ろ

う
。
だ
が
、
自
分
の
意
志
だ
け
で
契
約
で

き
る
と
い
う
こ
と
は
、
つ
ま
り
そ
れ
に
関

わ
る
責
任
を
全
て
自
分
で
負
う
必
要
が
あ

る
こ
と
だ
。

大
学
生
が
被
害
に
遭
い
や
す
い
詐
欺

　
学
生
に
身
近
な
話
題
と
し
て
、「
投
資

詐
欺
」
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
は
「
　10

万
円
投
資
す
れ
ば
、
月
2
万
円
が
利
回
り

と
し
て
手
元
に
入
っ
て
く
る
」
な
ど
の
手

口
で
、
詐
欺
を
仕
掛
け
て
く
る
も
の
で
あ

る
。
将
来
の
収
入
源
と
し
て
、
投
資
に
興

　
皆
さ
ん
は
、
大
学
生
に
な
っ
て
か
ら
、

詐
欺
に
あ
っ
た
こ
と
は
あ
る
だ
ろ
う
か
。

あ
ま
り
実
感
が
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、

こ
の
社
会
で
は
多
く
の
詐
欺
が
横
行
し
て

い
る
。
メ
デ
ィ
ア
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
詐

欺
の
代
表
的
な
例
と
し
て
、
振
り
込
め
詐

欺
や
、
オ
レ
オ
レ
詐
欺
が
挙
げ
ら
れ
る

が
、
そ
の
対
象
の
多
く
は
高
齢
者
で
あ

る
。
学
生
の
中
に
は
、
私
た
ち
は
ま
だ
若

い
た
め
、
騙
さ
れ
る
は
ず
は
な
い
、
と
安

心
し
て
い
る
人
も
多
い
だ
ろ
う
。
だ
が
、

成
人
年
齢
引
き
下
げ
が
迫
る
昨
今
、
新
成

人
と
な
っ
た
私
た
ち
大
学
生
を
標
的
と
し

た
詐
欺
が
増
え
て
い
る
こ
と
も
、
現
実
と

し
て
受
け
止
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
私
た
ち
は
、
成
人
に
な
る
と
多
く
の
制

限
か
ら
解
放
さ
れ
る
。
そ
の
最
も
大
き
な

も
の
は
、
保
護
者
の
許
可
な
し
に
、
自
分

の
意
志
だ
け
で
契
約
締
結
を
す
る
こ
と
が

　
現
代
で
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
持
っ

て
い
る
多
く
の
人
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用

し
、
個
人
が
多
く
の
情
報
を
手
に
入
れ

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
便

利
に
な
っ
た
一
方
で
未
成
年
を
狙
う
Ｓ

Ｎ
Ｓ
を
悪
用
し
た
事
件
が
増
え
て
い

る
。
そ
う
し
た
事
件
に
巻
き
込
ま
れ
な

い
た
め
に
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
特
徴
を
理
解
し

て
使
う
こ
と
が
必
要
だ
。
そ
こ
で
今
回

は
、
主
要
な
Ｓ
Ｎ
Ｓ
と
し
て
挙
げ
ら
れ

る
Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
と
Ｉ
ｎ
ｓ
ｔ
ａ
ｇ

ｒ
ａ
ｍ
の
違
い
に
着
目
し
た
い
。

揮
机

寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄

企
画
 

長
尾
　
亜
斗

構
成
・
レ
イ
ア
ウ
ト

 

豊
田
　
　
凜

取
材
 

佐
瀬
　
玲
奈

 

門
馬
　
清
澄

 

阿
部
　
　
玲

 

井
ヶ
田
友
一

 

兼
杉
　
　
翼

瑞

杉

雛髄髄髄髄髄髄髄髄髄髄髄髄髄髄髄髄髄髄髄髄髄髄髄髄髄髄髄髄
嵩
嵩
嵩
嵩
嵩
嵩
嵩
嵩
嵩
嵩
嵩
嵩
嵩
嵩
嵩
嵩
嵩
嵩
嵩
嵩
嵩
嵩
嵩
嵩
嵩
嵩
嵩
嵩
嵩

の
が
ポ
イ
ン
ト
。
水
分
が
出
て

べ
ち
ゃ
っ
と
し
た
食
感
に
な
る

の
を
防
ぎ
、
カ
リ
ッ
と
香
ば
し

く
仕
上
が
る
。
温
め
る
時
に
ア

ル
ミ
ホ
イ
ル
に
蒲
焼
き
を
乗
せ

て
、
酒
を
ふ
る
こ
と
で
よ
り
豊

か
な
風
味
が
楽
し
め
る
。

　
高
級
食
材
の
イ
メ
ー
ジ
の
強

い
ウ
ナ
ギ
だ
が
、
ひ
と
手
間
加

え
る
こ
と
で
家
庭
で
も
お
店
の

味
を
再
現
で
き
る
。
ぜ
ひ
旬
の

今
の
時
期
に
紹
介
し
た
食
べ
方

で
ひ
つ
ま
ぶ
し
を
堪
能
し
て
も

ら
い
た
い
。 

（
兼
杉
翼
）

目
は
そ
の
ま
ま
、二
杯
目
は

ネ
ギ
や
わ
さ
び
な
ど
の
薬
味

を
添
え
て
、
三
杯
目
は
出
汁

を
注
い
で
お
茶
漬
け
に
し
て

食
べ
る
の
が
一
般
的
だ
。

　
ひ
つ
ま
ぶ
し
の
語
源
は
諸

説
が
あ
る
。
ご
飯
に
ウ
ナ
ギ

を
ま
ぶ
し
て
食
べ
る
こ
と
か

ら
「
櫃
塗
し
」
と
呼
ば
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
と
い
う
説
や
、
関

西
で
は
ウ
ナ
ギ
の
こ
と
を「
ま

む
し
」と
呼
ぶ
こ
と
か
ら
「
ひ
つ

ま
む
し
」
が
「
ひ
つ
ま
ぶ
し
」

に
変
化
し
て
い
っ
た
説
な
ど
が

あ
る
。

　
な
か
な
か
食
べ
る
機
会
が
少

な
い
ひ
つ
ま
ぶ
し
だ
が
、
市
販

の
蒲
焼
き
で
も
簡
単
に
家
庭
で

楽
し
め
る
方
法
が
あ
る
。
ま
ず

蒲
焼
き
を
温
め
る
時
は
電
子
レ

ン
ジ
で
は
な
く
、
フ
ラ
イ
パ
ン

か
オ
ー
ブ
ン
ト
ー
ス
ト
を
使
う

　
ウ
ナ
ギ
の
旬

が
秋
か
ら
冬
で

あ
る
こ
と
を
、

皆
さ
ん
は
ご
存

じ
だ
ろ
う
か
。

今
回
は
、
ウ
ナ

ギ
料
理
の
代
表

格
で
あ
る
、
ひ

つ
ま
ぶ
し
に
つ

い
て
紹
介
し
た

い
。
　
ひ
つ
ま
ぶ
し

と
は
、
細
か
く

刻
ん
だ
ウ
ナ
ギ

の
蒲
焼
き
を
お

櫃
に
入
れ
た
ご

飯
に
ま
ぶ
し
た

名
古
屋
料
理
で

あ
る
。
お
櫃
か

ら
茶
碗
に
取
り

分
け
て
食
べ
る

の
だ
が
、一
杯

　
昨
今
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
じ

た
未
成
年
を
狙
う
犯
罪
が

増
え
て
い
る
。便
利
な
一

方
、大
き
な
危
険
性
を
は

ら
む
Ｓ
Ｎ
Ｓ
。犯
罪
か
ら

身
を
守
る
た
め
に
は
何
が

必
要
な
の
だ
ろ
う
か
。

犯
罪
か

犯
罪
か
らら

我
が
子
を
守
る
に

我
が
子
を
守
る
に
はは

は
十
分
と
は
言
え
な
い
。
や
は

り
大
事
に
な
っ
て
く
る
の
は
親

子
間
の
事
前
の
話
し
合
い
で
あ

あ
る
。
家
族
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
の
使
用
ル
ー
ル
と
し
て
有
名

な
も
の
が
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
の

ブ
ロ
ガ
ー
で
あ
る
母
親
が
、　13

歳
の
子
供
に
ス
マ
ホ
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
す
る
際
に
一
緒
に
渡
し
た

　
の
決
ま
り
ご
と
が
、
世
界
中

18か
ら
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
「
　
の
約
束
」
で
は
、「
ス

18

マ
ホ
は
親
か
ら
子
に
貸
し
与
え

ら
れ
た
も
の
で
あ
る
」旨
や
、利

用
時
間
や
ネ
ッ
ト
の
怖
さ
に
加

え
て
「
ス
マ
ホ
に
頼
り
す
ぎ
な

い
こ
と
」が
明
記
さ
れ
て
い
る
。

　
親
は
子
供
の
全
て
を
把
握
し

き
れ
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
い

つ
で
も
相
談
で
き
る
信
頼
関
係

を
築
い
て
お
く
こ
と
が
子
供
を

守
る
た
め
の
最
も
有
効
な
手
段

な
の
だ
。 

（
長
尾
亜
斗
）

者
が
有
害
な
サ
イ
ト
に
ア
ク
セ

ス
す
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
の
工

夫
が
な
さ
れ
て
い
る
。
子
供
の

年
齢
を
選
択
し
そ
れ
に
応
じ
て

ア
ク
セ
ス
可
能
な
サ
イ
ト
や
利

用
で
き
る
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
増
え
る
仕
組
み
で
あ
る
。
こ

の
サ
ー
ビ
ス
に
よ
る
と
4
段
階

あ
る
う
ち
の
全
て
の
段
階
の
初

期
設
定
で
は
、
Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ

ｒ
は
利
用
で
き
な
い
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
は
、

「
高
校
生
プ
ラ
ス
」
と
い
う
フ

ィ
ル
タ
ー
で
の
み
利
用
可
能
と

な
っ
て
い
る
。
フ
ィ
ル
タ
ー
使

用
中
で
あ
っ
て
も
親
の
同
意
が

得
ら
れ
れ
ば
他
の
ア
プ
リ
も
使

用
可
能
だ
と
い
う
。

　
ま
た
、
親
が
子
供
の

使
っ
て
い
る
ア
プ
リ
や

サ
イ
ト
を
把
握
し
た
り

利
用
時
間
を
チ
ェ
ッ
ク

で
き
る
「
ペ
ア
レ
ン
タ

ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
と

い
う
機
能
も
有
効
で
あ

る
。
Ａ
ｐ
ｐ
ｌ
ｅ
や
Ｇ

ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
な
ど
が
オ

プ
シ
ョ
ン
で
提
供
し
て

い
る
サ
ー
ビ
ス
だ
。

　
こ
れ
ら
の
機
能
を
使

う
際
に
は
子
供
と
会
話
し
な
が

ら
使
用
時
間
を
制
限
で
き
る
た

め
、『
こ
の
ア
プ
リ
は
1
時
間

の
利
用
で
い
い
？
』
な
ど
親
子

間
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

生
ま
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
会
話

が
子
供
の
心
理
的
ブ
レ
ー
キ
に

つ
な
が
る
と
い
っ
た
提
案
を
す

る
専
門
家
も
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
親
が
子
供
の
行

動
を
も
と
も
と
制
限
す
る
フ
ィ

ル
タ
リ
ン
グ
や
サ
ー
ビ
ス
な
ど

は
存
在
す
る
が
、
そ
れ
だ
け
で

　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
じ
て
知
り
合
っ

た
人
と
出
会
い
、
幼
い
子
供
達

が
被
害
に
遭
う
と
い
う
事
件
が

多
発
し
て
い
る
。
世
界
中
の

人
々
と
ボ
タ
ン
ひ
と
つ
で
繋
が

る
こ
と
が
容
易
で
あ
り
、
そ
の

利
用
者
の
低
年
齢
化
が
問
題
視

さ
れ
る
現
代
。
こ
こ
で
は
、

我
々
自
身
が
利
用
す
る
上
で
注

意
す
べ
き
こ
と
だ
け
で
な
く
、

将
来
親
に
な
っ
た
時
に
ど
の
よ

う
に
子
供
を
守
る
べ
き
か
、
専

門
家
の
意
見
も
交
え
対
策
を
考

え
て
い
き
た
い
。

　
ま
ず
、
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
を

徹
底
す
る
こ
と
が
大
切
だ
。
こ

れ
は
、
未
成
年
者
が
携
帯
電
話

を
契
約
す
る
際
に
携
帯
事
業
者

に
対
し
て
2
0
1
8
年
か
ら
義

務
化
さ
れ
て
い
る
。
多
く
の
携

帯
会
社
が
提
供
す
る
フ
ィ
ル
タ

リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
は
、
未
成
年

調
査
に
よ
れ
ば
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
は
　37

％
、
Ｉ
ｎ
ｓ
ｔ
ａ
ｇ
ｒ
ａ
ｍ
は

8
％
、
Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
は
6

％
で
あ
っ
た
。
ま
た
中
学
生
に

な
る
と
そ
の
割
合
は
一
気
に
高

ま
っ
た
。
た
だ
こ
れ
ら
の
Ｓ
Ｎ

Ｓ
は
、
共
通
し
て
　
歳
未
満
の

13

利
用
を
禁
止
し
て
い
る
。
年
齢

制
限
を
守
る
こ
と
で
、
少
し
で

も
児
童
の
犯
罪
被
害
が
減
少
す

る
こ
と
を
願
う
。

　
身
近
な
人
だ
け
で
な
く
不
特

定
多
数
の
人
と
容
易
に
や
り
取

り
が
で
き
る
こ
と
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の

魅
力
で
も
あ
る
が
、
こ
れ
は
犯

罪
へ
の
入
り
口
が
多
数
あ
る
と

い
う
こ
と
で
も
あ
る
。
ま
だ
判

断
力
や
責
任
能
力
が
十
分
に
備

わ
っ
て
い
な
い
子
ど
も
た
ち
が

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用
す
る
場
合
は
、

保
護
者
な
ど
周
り
の
大
人
が
利

用
状
況
を
管
理
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
。 

（
佐
瀬
玲
奈
）

る
。
こ
こ
で
の
犯
人

も
自
殺
願
望
を
書
き

込
ん
だ
若
者
を
狙
っ

た
と
さ
れ
る
。

　
先
に
挙
げ
た
事
例

は
全
体
の
ご
く
一
部

に
す
ぎ
な
い
。
被
害

児
童
数
に
関
し
て
、

警
察
庁
の
調
査
に
よ

る
と
、
平
成
　
年
の

24

時
点
で
は
1
0
7
6

人
だ
っ
た
が
、
そ
の
後
増
加
を

続
け
昨
年
に
は
1
8
1
1
人
に

昇
っ
た
。
う
ち
小
学
生
は
平
成

　
年
に
は
　
人
だ
っ
た
が
、
昨

29

14

年
は
　
人
に
も
及
ん
だ
。
約
四

55

倍
も
の
小
学
生
が
被
害
に
遭
っ

て
い
る
の
だ
。

　
児
童
の
犯
罪
被
害
増
加
の
理

由
の
一
つ
に
は
、
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
利
用
率
の
増
加
が
考
え
ら

れ
る
。
内
閣
府
の
調
査
に
よ
る

と
、
ス
マ
ホ
の
利
用
率
は
小
・

中
学
生
の
間
で
平

成
　
年
か
ら
昨
年

29
に
か
け
て
急
増

し
、
そ
れ
ぞ
れ
約

　
％
、
約
　
％
と

45

70

な
っ
た
こ
と
が
わ

か
っ
て
い
る
。
小

学
生
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の

利
用
状
況
に
着
目

す
る
と
、
昨
年
の

東
京
都
教
育
庁
の

捕
さ
れ
た
。

　
全
く
接
点
が
な
か
っ
た
大
人

と
少
年
少
女
を
い
と
も
簡
単
に

つ
な
げ
て
し
ま
う
Ｓ
Ｎ
Ｓ
。
こ

れ
ら
の
事
件
の
共
通
点
は
、

「
家
出
し
ま
し
た
」「
つ
ら
い
」

な
ど
と
い
う
書
き
込
み
に
大
人

が
反
応
し
、
児
童
の
不
安
定
な

心
に
付
け
込
ん
だ
こ
と
で
あ

る
。
ま
た
書
き
込
み
内
容
か

ら
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
が
児
童
の
悩
み
の

は
け
口
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が

懸
念
さ
れ
る
。
一
昨
年
に
は
大

量
殺
人
も
発
生
し
た
。
神
奈
川

県
座
間
市
の
　
～
　
歳
の
男
女

15

26

9
人
が
殺
害
さ
れ
た
事
件
で
あ

　
近
年
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
発
端
と
し

た
誘
拐
、
監
禁
事
件
が
相
次
い

で
い
る
。
そ
の
中
で
も
特
に
被

害
者
が
未
成
年
、特
に
小
・
中
学

生
で
あ
る
ケ
ー
ス
が
目
立
つ
。

　
昨
年
9
月
に
は
、
福
島
県
の

少
年
少
女
を
自
宅
に
連
れ
去
っ

た
と
し
て
、
埼
玉
県
の
男
が
逮

捕
さ
れ
た
。　

月
に
は
、
大
阪

11

府
の
小
学
6
年
生
の
女
児
が
誘

拐
、
栃
木
県
内
で
7
日
間
に
わ

た
り
監
禁
さ
れ
る
事
件
が
起
こ

っ
た
。
さ
ら
に
同
月
、
埼
玉
県

の
男
が
兵
庫
県
の
中
学
生
2
人

を
2
ヶ
月
間
自
宅
近
く
の
住
宅

に
住
ま
わ
せ
て
い
た
と
し
て
逮

人
は
少
な
い
。

　
先
に
2
つ
挙
げ
た
も
の
の
他

に
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
目

的
と
し
て
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で
出
会
っ

た
人
と
会
っ
た
と
回
答
し
た
学

生
も
い
た
。
こ
れ
は
、
社
会
人

と
学
生
の
交
流
を
目
的
と
し
た

ア
プ
リ
を
利
用
し
た
体
験
で
あ

る
そ
う
だ
。「
ダ
イ
レ
ク
ト
メ

ッ
セ
ー
ジ
で
の
や
り
取
り
や
1

回
目
に
会
っ
た
時
に
感
じ
た
イ

メ
ー
ジ
は
と
て
も
感
じ
の
い
い

人
だ
っ
た
。
し
か
し
、
2
回
目

に
は
宗
教
勧
誘
を
さ
れ
て
、
本

題
と
は
と
は
違
う
話
に
な
り
見

損
な
っ
た
」と
語
っ
た
。

　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で
の
交
流
が
実
際

の
人
間
関
係
に
発
展
す
る
こ
と

は
、
当
た
り
前
に
な
り
つ
つ
あ

る
こ
と
が
今
回
の
調
査
に
よ
り

分
か
っ
た
。
多
く
の
人
は
ト
ラ

ブ
ル
な
く
安
全
に
利
用
で
き
て

い
る
よ
う
だ
。
し
か
し
、
ア
ン

ケ
ー
ト
に
回
答
し
た
学
生
の
中

に
は
、
自
ら
が
年
齢
を
詐
称
し

た
経
験
が
あ
る
と
述
べ
た
者
も

い
た
。
実
際
と
異
な
っ
て
い
て

も
、
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
に
書
き
込

ん
だ
年
齢
で
周
囲
の
ユ
ー
ザ
ー

に
認
知
さ
れ
る
可
能
性
は
高

く
、
相
手
を
騙
す
こ
と
も
容
易

で
あ
る
。
利
用
経
験
の
浅
い
子

供
を
騙
す
こ
と
は
難
し
い
こ
と

で
は
な
い
。
も
ち
ろ
ん
大
学
生

で
あ
る
私
た
ち
も
細
心
の
注
意

を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

で
あ
る
。 

（
門
馬
清
登
）

が
り
だ
。
同
じ
高
校
や
大
学
で

共
通
の
趣
味
を
持
つ
友
人
を
探

す
の
は
、
マ
ニ
ア
ッ
ク
な
趣
味

で
あ
る
ほ
ど
難
し
い
。
し
か

し
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
に
お
い
て
は
、

リ
プ
ラ
イ
な
ど
を
通
じ
た
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
気
軽
に
楽

し
む
こ
と
が
で
き
る
。
現
実
の

知
り
合
い
と
つ
な
が
る
た
め
の

も
の
と
は
別
に
、
趣
味
に
つ
い

て
発
信
す
る
た
め
の
ア
カ
ウ
ン

ト
を
作
り
、
複
数
の
ア
カ
ウ
ン

ト
を
使
い
分
け
る
人
も
い
る
。

自
分
の
趣
味
に
つ
い
て
の
交
流

が
続
く
う
ち
に
、
直
接
会
う
こ

と
に
な
る
場
合
も
あ
る
だ
ろ

う
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
知
り
合
っ
た
人

と
実
際
に
あ
っ
た
際
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
印
象
と
異
な

っ
た
と
答
え
た
人
は
ほ
と
ん
ど

い
な
か
っ
た
。

　
次
に
多
か
っ
た
の
は
、
大
学

入
学
を
機
に
作
成
し
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ

ア
カ
ウ
ン
ト
で
の
交
流
を
き
っ

か
け
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

い
わ
ゆ
る
「
大
学
ア
カ
ウ
ン
ト
」

を
通
し
た
も
の
だ
。
大
学
名
、

学
部
、
学
科
を
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

に
設
定
す
る
と
、
同
じ
大
学
に

入
学
す
る
人
を
探
す
ユ
ー
ザ
ー

か
ら
の
フ
ォ
ロ
ー
や
コ
メ
ン
ト

な
ど
が
得
ら
れ
る
。
本
学
の
学

生
も
「
＃
春
か
ら
学
習
院
」
と

い
う
ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ
を
目
に
し

た
人
も
多
い
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
こ
の
ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ
を

基
に
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
検
索
を
か

け
る
と
、
同
じ
ハ
ッ

シ
ュ
タ
グ
を
つ
け
て

ツ
イ
ー
ト
を
発
信
す

る
ユ
ー
ザ
ー
に
ア
ク

セ
ス
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
同
じ
大
学
に

入
学
す
る
友
人
が
い

な
い
場
合
、
情
報
の

共
有
を
で
き
る
知
人

の
存
在
は
貴
重
だ
と

い

え

る
。
こ

こ

で

も
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
話
し

て
い
る
と
き
の
印
象

と
異
な
る
と
答
え
た

　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
が
、
対
面
で
の
人
間

関
係
に
発
展
す
る
こ
と
も
あ

る
。
こ
こ
で
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
利

用
状
況
に
つ
い
て
本
学
学
生
を

中
心
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト

の
結
果
を
紹
介
し
た
い
。

　
質
問
内
容
は
、「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で

知
り
合
っ
た
人
と
実
際
に
会
っ

た
こ
と
は
あ
る
か
」
ま
た
、
こ

の
質
問
に「
は
い
」と
答
え
た
人

に
対
し
て
、
初
め
て
会
っ
た
時

の
年
齢
や
会
う
こ
と
に
な
っ
た

き
っ
か
け
、
そ
の
時
感
じ
た
こ

と
は
何
か
。
以
上
の
項
目
に
つ

い
て
回
答
を
い
た
だ
い
た
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
に
回
答
し
た
　60

人
の
う
ち
、
約
4
割
の
　
人
が

26

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
知
り
合
っ
た
人
に
実

際
に
会
っ
た
こ
と
が
あ
る
と
回

答
し
た
。
そ
の
大
多
数
は
大
学

入
学
後
に
初
め
て
会
っ
た
と
答

え
た
が
、　

歳
で
初
め
て
会
っ

15

た
と
回
答
し
た
学
生
も
い
る
。

個
人
差
は
あ
る
も
の
の
、
中
学

生
の
頃
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
介
し
て
、
直
接
人
と
会
う
と

い
っ
た
こ
と
が
行
わ
れ
て
い
る

よ
う
だ
。

　
続
い
て
、
直
接
会
う
こ
と
に

な
っ
た
き
っ
か
け
に
つ
い
て
得

ら
れ
た
回
答
を
紹
介
し
て
い

く
。
そ
の
中
で
最
も
多
か
っ
た

の
が
共
通
の
趣
味
を
介
し
た
繋

子
ど
も

子
ど
も
のの

Ｓ
Ｎ
Ｓ
被

Ｓ
Ｎ
Ｓ
被
害害

未成年を狙未成年を狙うう

ネット犯ネット犯罪罪

主要なSNSの特徴と注意点と主要なSNSの特徴と注意点とはは
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　（３） ２０２０年１月１５日（水曜日）（通算５１３号）   第３１４号［ 文　 化 ］

身仏とは、高僧や修行者

が、土中や像の中の石室で

瞑想を続けることで到達す

る体の状態をいう。彼は火

事や震災に見舞われるも、

その都度、周囲の人々によ

って救われ、現在もその姿

を残している。数々の苦難

を乗り越えたその表情は、

穏やかさに加え、どこか力

強さを感じる。

　本展の開催期間は2019

年11月2日から2月24日

まで、開館時間は9時から

17時、休館日は月曜日であ

る。上野の地に集う彼らの

姿と向き合い、「永遠の命」

を感じていただきたい。

 （豊泉達也）

　JR上野駅公園口改札から徒歩5

分、国立科学博物館では、『特別展　

ミイラ～「永遠の命」を求めて』が

開催されている。

　その名の通り、ミイラをテーマと

して取り上げている本展。あまり目

にすることのない当テーマに、ある

種の奇妙さを覚えるのではないだろ

うか。ミイラはその存在の特殊さか

ら、長らく学術的な関心が向けられ

ることが無かったという。しかし

20世紀以降、世界各地で学術的調査

が行われるようになった。現在は最

新の科学技術により調査がなされ、

ミイラの背景にある多様な文化が明

らかになりつつある。

　本展には、世界各地のミイラが一

堂に会している。それぞれの持つ

姿、形は地域ごとによって大きく異

なり、ミイラの持つ文化を容易にう

かがい知ることができる。ミイラに

は自然ミイラと人工ミイラの2つの

種類が存在し、その形態差にも注目

だ。ミイラにされたのは人間だけで

なく、動物のミイラも存在する。こ

れは、死者の食事として、来世のペ

ットとして、また神への捧げものと

して作られていた。

　今回の注目の展示は、福島県石川

郡浅川町の貫秀寺に安置されている

即身仏「弘智法印　宥貞」である。即

　
寒
さ
が
厳
し
さ
を
増
す
今

冬
。寒
さ
が
身
に
染
み
る
夜
に

は
、暖
房
の
効
い
た
部
屋
で
温

か
い
鍋
を
食
べ
た
く
な
る
。今

回
は
、冬
の
味
覚
を
楽
し
め
る

鍋
を
紹
介
す
る
。

今が旬 今が旬、、
鍋に使え鍋に使えるる
冬の味冬の味覚覚 

受
け
る
。
だ
が
著
者
に
よ
る
と
、
専

用
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
認
知
機
能
を

向
上
さ
せ
る
こ
と
も
で
き
る
よ
う

だ
。
子
供
た
ち
が
人
と
の
会
話
が
苦

手
だ
っ
た
り
、
周
囲
に
気
を
配
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
り
す
る
の
を

「
ど
う
に
も
で
き
な
い
生
ま
れ
つ
き

の
個
性
」
と
し
て
し
ま
う
こ
と
は
簡

単
だ
。
し
か
し
そ
う
い
っ
た
問
題
を

大
人
た
ち
に
放
置
さ
れ
て
し
ま
っ
た

結
果
、
非
行
に
走
っ
て
し
ま
っ
た
少

年
も
多
く
い
る
の
で
あ
る
。
そ
う
い

っ
た
少
年
た
ち
の
認
知
機
能
を
向
上

さ
せ
、
社
会
生
活
に
溶
け
込
ま
せ
て

あ
げ
ら
れ
れ
ば
非
行
に
よ
る
不
幸
も

減
り
、
よ
り
よ
い
社
会
に
な
っ
て
い

く
の
か
も
し
れ
な
い
。
本
書
の
認
知

機
能
と
非
行
の
分
析
か
ら
、
現
在
の

社
会
の
問
題
点
に
つ
い
て
一
考
し
て

み
る
の
も
よ
い
だ
ろ
う
。 

（
棚
）

（
宮
口
幸
治
著
　
新
潮
新
書

　
税
込
7
9
2
円
　
2
0
1
9
年
）

　
非
行
少
年
。
こ
の
単
語
か
ら
、

ど
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
が
思
い
浮

か
ぶ
だ
ろ
う
か
。
今
時
で
は
、
非

行
少
年
と
言
わ
れ
て
も
あ
ま
り
想

像
で
き
な
い
と
い
う
人
も
い
る
か

も
し
れ
な
い
。

　
本
書
で
は
、
非
行
を
犯
し
た
少

年
た
ち
の
心
に
精
神
科
医
と
し
て

長
年
の
間
付
き
添
っ
て
き
た
著
者

が
、
認
知
機
能
と
い
う
観
点
か
ら

非
行
を
分
析
し
て
い
る
。
著
者
の

こ
れ
ま
で
の
勤
務
経
験
を
元
に
し

た
分
析
は
、
非
行
少
年
た
ち
の
心

や
能
力
の
根
本
に
迫
っ
た
説
得
力

の
あ
る
も
の
で
あ
り
、
非
行
と
認

知
機
能
の
関
連
を
興
味
深
く
か
つ

切
実
に
我
々
に
伝
え
て
く
れ
る
。

　
認
知
機
能
と
い
う
の
は
物
事
を

認
識
す
る
だ
け
で
な
く
、
未
来
の

こ
と
や
相
手
の
気
持
ち
な
ど
を
想

像
す
る
際
に
も
か
か
わ
っ
て
く
る

能
力
だ
。
こ
の
能
力
が
弱
い
こ
と

で
、「
こ
れ
を
し
た
ら
ど
う
な
る
の

か
」
が
わ
か
ら
ず
に
非
行
を
犯
し

て
し
ま
う
少
年
も
多
い
と
い
う
。

　
認
知
機
能
と
い
う
と
何
や
ら
生

ま
れ
つ
き
の
能
力
で
、
後
天
的
に

は
代
え
ら
れ
な
い
よ
う
な
印
象
を

認知機能と非行少認知機能と非行少年年
『ケーキの切れない非行少年たち『ケーキの切れない非行少年たち』』

宮口幸治宮口幸治著著

企
画
　
　
　
　
　
　

 

佐
野
貴
宏

構
成
・
レ
イ
ア
ウ
ト
　

 

吉
川
真
由

　
　
　
　
　
　
　
　

取
材
 

大
野
馨
督

 

若
林
佑
弥

 

元
山
咲
紀

 

豊
泉
達
也

 

飯
田
壮
一

 

田
中
大
貴

 安くて簡安くて簡単単

鍋レシ鍋レシピピ 

恐

橋

挟

況

恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭

恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭

教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教

教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教

　
ひ
と
つ
の
鍋
を
囲
ん
で
食
事
を
楽

し
む
と
い
う
文
化
は
日
本
だ
け
の
も

の
で
は
な
く
、
世
界
中
の
様
々
な
国

に
根
付
い
て
い
る
。今
回
は
、そ
れ
ぞ

れ
の
国
や
地
域
の
特
色
が
見
ら
れ
る

鍋
料
理
を
い
く
つ
か
紹
介
し
た
い
。

　
ま
ず
、
タ
イ
料
理
の
定
番
「
ト

ム
ヤ
ム
ク
ン
鍋
」
。「
ト
ム
」
が
「
煮

る
」
、「
ヤ
ム
」
が
「
混
ぜ
る
」
、「
ク

ン
」
が
「
エ
ビ
」
と
い
う
意
味
を
持

つ
。
世
界
3
大
ス
ー
プ
の
1
つ
と
言

わ
れ
る
、
辛
さ
と
酸
味
の
バ
ラ
ン
ス

が
魅
力
の
鍋
で
あ
る
。
具
材
は
エ
ビ

を
基
本
と
し
、
魚
、
野
菜
、
キ
ノ
コ

等
を
た
っ
ぷ
り
と
用
い
る
の
が
本
場

の
味
だ
。

　
次
に
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
「
バ
ク
テ

ー
」。
漢
字
で
は
「
骨
肉
茶
」
と
記
さ

れ
る
こ
の
料
理
は
、
シ
ナ
モ
ン
、
胡

椒
、
八
角
、
ク
ロ
ー
ブ
等
が
入
っ
た

ス
ー
プ
で
豚
肉
を
煮
込
ん
で
作
る
。

か
つ
て
の
労
働
者
た
ち
が
肉
の
骨
か

ら
と
っ
た
ス
ー
プ
を
お
茶
代
わ
り
に

飲
ん
だ
こ
と
か
ら
名
付
け
ら
れ
た
と

い
う
。
あ
っ
さ
り
し
た
醤
油
味
の
ス

ー
プ
が
ご
飯
に
よ
く
合
う
逸
品
で
あ

る
。
　
最
後
に
、
内
モ
ン
ゴ
ル
地
方
の
伝

統
料
理
「
ホ
イ
ツ
ァ
イ
」
は
、
野
菜

と
羊
肉
を
使
っ
た
鍋
料
理
だ
。
野
菜

と
キ
ク
ラ
ゲ
、
そ
し
て
羊
の
肉
や
モ

ツ
、
モ
ン
ゴ
ル
春
雨
、
じ
ゃ
が
い
も

と
い
っ
た
貴
重
と
さ
れ
て
い
た
食
材

が
入
っ
て
い
る
。
ま
た
、
ニ
ラ
の
花

を
発
酵
さ
せ
た
「
韮
菜
花
（
ジ
ョ
ウ

ツ
ァ
イ
タ
イ
）
」
と
い
う
調
味
料
が

特
徴
的
だ
。

　
こ
の
よ
う
に
、
世
界
に
は
未
知
の

味
と
の
出
会
い
が
あ
る
。
是
非
旅
先

で
食
べ
て
み
て
、
ま
た
国
内
で
現
地

味
を
探
し
て
み
て
、
新
し
い
鍋
料
理

を
見
つ
け
て
ほ
し
い
。（
元
山
咲
紀
）

未知の味との出会未知の味との出会いい

っ
た
キ
ャ
ベ
ツ
、
シ
メ
ジ
、
人

参
、
玉
葱
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
入

れ
て
、
ひ
と
煮
立
ち
さ
せ
れ
ば

完
成
。
お
好
み
で
鶏
の
手
羽
先

を
入
れ
て
も
美
味
し
い
。
ト
マ

ト
ベ
ー
ス
で
具
沢
山
な
鍋
は
普

段
不
足
し
が
ち
な
野
菜
を
た
く

さ
ん
摂
る
こ
と
が
で
き
る
。
タ

バ
ス
コ
を
加
え
る
と
ス
パ
イ
シ

ー
な
鍋
に
早
変
わ
り
す
る
の

で
、
辛
い
物
が
得
意
な
方
に
は

お
勧
め
し
た
い
。
単
調
な
味
に

飽
き
た
ら
、
ご
飯
を
入
れ
、
チ

ー
ズ
を
か
け
れ
ば
リ
ゾ
ッ
ト
に

変
身
す
る
の
で
、
飽
き
る
こ
と

な
く
楽
し
め
る
。

　
お
す
す
め
レ
シ
ピ
と
し
て
3

つ
の
鍋
を
紹
介
し
た
が
、
鍋
に

は
無
数
の
レ
シ
ピ
が
存
在
す

る
。
冷
蔵
庫
の
残
り
物
で
作
る

も
よ
し
、
市
販
の
出
汁
を
使
う

も
よ
し
と
万
能
な
料
理
だ
。
調

理
が
簡
単
で
美
味
し
い
鍋
が
、

外
で
冷
え
た
体
を
内
側
か
ら
温

め
て
く
れ
る
こ
と
は
間
違
い
な

い
。
自
分
に
合
っ
た
絶
品
あ
つ

あ
つ
鍋
で
、
寒
い
冬
を
乗
り
切

っ
て
み
て
は
い
か
が
だ
ろ
う

か
。 

（
佐
野
貴
宏
）

う
ど
ん
。
野
菜
と
キ
ノ
コ
の
旨

味
が
し
み
出
し
た
ス
ー
プ
で
作

る
う
ど
ん
は
絶
品
だ
。

　
次
に
紹
介
し
た
い
の
は
、
心

も
体
も
温
ま
る
、「
鶏
し
ょ
う

が
鍋
」
だ
。

　
作
り
方
❶
鍋
に
水
、
和
風
だ

し
、
醬
油
、
す
り
下
ろ
し
た
し

ょ
う
が
一
片
を
入
れ
て
沸
騰
さ

せ
る
。
❷
一
口
大
に
切
っ
た
鶏

も
も
肉
、
豆
腐
、
ネ
ギ
と
短
冊

切
り
に
し
た
油
揚
げ
、
白
菜
を

入
れ
て
一
煮
立
ち
さ
せ
る
。
❸

最
後
に
細
切
り
に
し
た
し
ょ
う

が
を
ト
ッ
ピ
ン
グ
し
た
ら
完

成
。
さ
っ
ぱ
り
と
し
た
鶏
の
出

汁
で
ピ
リ
ッ
と
辛
い
し
ょ
う
が

の
香
り
が
際
立
つ
鍋
を
食
べ
れ

ば
温
ま
る
こ
と
間
違
い
な
し
。

最
後
に
残
っ
た
ス
ー
プ
に
ご
飯

と
溶
き
卵
を
入
れ
れ
ば
雑
炊
を

楽
し
む
こ
と
も
で
き
る
。

　
最
後
に
紹
介
す
る
の
は
、
食

べ
る
ス
ー
プ
感
覚
で
楽
し
め

る
、
変
わ
り
種
の
「
洋
風
ト
マ

ト
鍋
」
だ
。

　
作
り
方
❶
鍋
少
な
め
の
水
、

ト
マ
ト
缶
、
コ
ン
ソ
メ
を
入
れ

て
沸
騰
さ
せ
る
。
❷
ウ
イ
ン
ナ

ー
、
食
べ
や
す
い
大
き
さ
に
切

　
体
の
芯
ま
で
冷
え
る
こ
の
時

期
は
、
熱
々
の
美
味
し
い
鍋
料

理
が
食
べ
た
く
な
る
。
し
か

し
、
外
食
鍋
で
は
体
は
温
ま
っ

て
も
懐
は
寒
く
な
る
ば
か
り
。

そ
こ
で
「
切
っ
て
煮
込
む
だ
け
」

と
い
う
調
理
の
簡
単
さ
を
生
か

し
た
、
自
宅
で
作
れ
る
絶
品
鍋

レ
シ
ピ
を
紹
介
し
た
い
。

　
ま
ず
紹
介
し
た
い
の
が
冷
蔵

庫
の
野
菜
で
作
れ
る
、
定
番
の

「
寄
せ
鍋
」
だ
。

　
作
り
方
❶
鍋
に
水
と
昆
布
を

入
れ
沸
騰
さ
せ
る
。
❷
い
ち
ょ

う
切
り
に
し
た
人
参
、
大
根
、

一
口
大
に
切
っ
た
白
菜
、
ネ

ギ
、
シ
イ
タ
ケ
、
エ
ノ
キ
を
入

れ
る
。
❸
野
菜
に
火
が

通
っ
た
ら
、
水
菜
、
小

さ
く
切
り
分
け
た
タ
ラ

の
切
り
身
と
豆
腐
を
入

れ
、
一
煮
立
ち
さ
せ
た

ら
完
成
。
シ
ン
プ
ル
で

落
ち
着
く
味
わ
い
の
鍋

だ
。
お
勧
め
の
つ
け
だ

れ
は
ポ
ン
酢
で
、
ア
ク

セ
ン
ト
に
柚
子
胡
椒
を

加
え
て
も
美
味
し
い
。

〆
は
残
っ
た
ス
ー
プ
で

呼
ば
れ
て
い
る
。
シ
ン
プ
ル
な

昆
布
出
汁
に
ふ
ぐ
の
切
り
身
や

骨
、
白
菜
そ
し
て
豆
腐
な
ど
を

入
れ
て
煮
込
み
、
つ
け
ダ
レ
は

ポ
ン
酢
で
食
べ
る
の
が
お
す
す

め
。
締
め
は
、
ふ
ぐ
の
出
汁
を

た
っ
ぷ
り
含
ん
だ
雑
炊
に
す
る

と
、
最
後
ま
で
ふ
ぐ
の
旨
味
を

味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
以
上
三
つ
、
お
す
す
め
の
鍋

料
理
を
紹
介
し
た
が
、
他
に
も

様
々
な
工
夫
を
凝
ら
し
た
美
味

し
い
鍋
料
理
が
全
国
各
地
に
存

在
す
る
。
是
非
こ
の
寒
い
冬
、

身
も
心
も
温
ま
る
鍋
料
理
を
友

人
や
家
族
と
楽
し
ん
で
み
て
は

い
か
が
だ
ろ
う
か
。（

大
野
馨
督
）

し
い
時
期
と
な
っ
て
お
り
、
鍋

の
味
付
け
は
主
に
味
噌
味
、
醤

油
味
が
あ
る
。
あ
ん
こ
う
の
切

り
身
や
肝
の
他
に
白
菜
や
長
ね

ぎ
、
豆
腐
や
椎
茸
な
ど
た
く
さ

ん
の
具
材
で
煮
込
ん
で
食
べ
る

の
が
一
般
的
だ
。

　
そ
し
て
、
同
じ
魚
の

鍋
で
外
せ
な
い
も
の

が
、
山
口
県
の
「
ふ
ぐ

ち
り
」
。
ふ
ぐ
と
言
え

ば
山
口
の
下
関
ふ
ぐ
が

と
て
も
有
名
で
あ
る
。

ふ
ぐ
の
鍋
料
理
の
こ
と

を
ふ
ぐ
ち
り
と
呼
ぶ

が
、「
ち
り
」
と
は
、
魚

の
切
り
身
鍋
の
こ
と
を

指
し
て
お
り
、
関
西
で

は
、「
て
っ
ち
り
」
と
も

は
、
日
本
各
地
の
美
味
し
い
ご

当
地
鍋
を
紹
介
し
た
い
。

　
ま
ず
初
め
に
紹
介
す
る
の

は
、
秋
田
県
の
「
き
り
た
ん
ぽ

鍋
」
。
き
り
た
ん
ぽ
と
は
、
硬

め
に
炊
い
た
う
る
ち
米
を
杉
で

出
来
た
棒
に
竹
輪
の
よ
う
に
巻

き
付
け
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ

を
棒
か
ら
外
し
、
野
菜
や
鶏
肉

と
一
緒
に
煮
込
ん
で
食
べ
る
古

く
か
ら
伝
わ
る
秋
田
の
郷
土
料

理
だ
。

　
次
に
紹
介
す
る
の
は
茨
城
県

の
「
あ
ん
こ
う
鍋
」。
あ
ん
こ
う

は
、
茨
城
の
冬
の
味
覚
を
代
表

す
る
食
材
で
あ
る
。
コ
ラ
ー
ゲ

ン
が
豊
富
で
低
カ
ロ
リ
ー
な
た

め
、
女
性
に
も
嬉
し
い
魚
だ
。

十
二
月
か
ら
二
月
が
最
も
美
味

　
寒
さ
も
少
し
ず
つ
厳
し
く
な

り
、
本
格
的
な
冬
の
訪
れ
を
感

じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き

た
。
そ
ん
な
寒
い
冬
に
食
べ
た

く
な
る
の
は
、
熱
々
の
鍋
料
理

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
今
回

は
定
番
の
食
材
だ
。　

月
か
ら

11

3
月
に
か
け
て
が
あ
ん
こ
う
の

旬
で
あ
る
。
あ
ん
こ
う
は
七
つ

道
具
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
そ
の

由
縁
は
、肝
・
胃
・
皮
・
ひ
れ
・
え

ら
・
卵
巣
・
身
と
、
骨
以
外
の

ほ
と
ん
ど
の
部
位
を
食
べ
る
こ

と
が
出
来
る
こ
と
。
あ
ん
こ
う

は
コ
ラ
ー
ゲ
ン
た
っ
ぷ
り
で
美

容
に
効
果
が
あ
る
。
ビ
タ
ミ
ン

な
ど
も
豊
富
に
含
ん
で
い
て
健

康
に
良
く
、
味
も
優
れ
て
い

る
。
そ
し
て
脂
質
が
少
な
く
、

低
カ
ロ
リ
ー
で
あ
る
た
め
、
多

く
の
女
性
を
惹
き
付
け
て
い

る
。
ま
た
、
多
く
の
人
を
魅
了

し
て
や
ま
な
い
の
は
あ
ん
肝
で

あ
る
。
あ
ん
肝
は
珍
味
と
し
て

知
ら
れ
て
い
て
、
海
の
フ
ォ
ア

グ
ラ
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
だ
。
江

戸
時
代
に
は
、
三
鳥
二
魚
と
呼

ば
れ
て
将
軍
へ
の
献
上
品
と
し

て
も
扱
わ
れ
て
い
た
ほ
ど
の
高

級
食
材
で
あ
っ
た
。
そ
の
癖
の

あ
る
味
は
一
度
食
べ
た
ら
忘
れ

る
こ
と
は
で
き
な
い
は
ず
だ
。

　
単
に
食
べ
る
だ
け
で
な
く
、

食
材
の
旬
や
そ
の
歴
史
に
目
を

向
け
る
こ
と
で
鍋
を
楽
し
め
る

だ
ろ
う
。 

（
若
林
佑
弥
）

　
二
つ
目
は
ネ
ギ
で
あ

る
。
ネ
ギ
は
様
々
な
鍋
料

理
で
脇
役
と
し
て
活
躍
を

し
て
お
り
、　

月
か
ら
2

11

月
の
間
が
最
も
お
い
し
く

食
べ
ら
れ
る
時
期
だ
。

「
風
邪
を
ひ
い
た
と
き
は

ネ
ギ
を
首
に
巻
く
」
。
こ

の
言
葉
を
耳
に
し
た
こ
と

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

こ
の
方
法
は
、
実
際
に
は

効
果
が
ほ
と
ん
ど
期
待
で

き
な
い
ら
し
い
の
だ
が
、

こ
の
よ
う
な
話
が
生
ま
れ

る
ほ
ど
に
、
ネ
ギ
に
は
た
く
さ

ん
の
栄
養
が
含
ま
れ
て
い
る
。

し
か
し
ネ
ギ
の
栄
養
素
で
あ
る

ア
リ
シ
ン
は
、
水
に
す
ぐ
溶
け

て
し
ま
う
。
そ
の
た
め
鍋
に
入

れ
た
時
に
は
、
ス
ー
プ
ま
で
完

食
し
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
ネ
ギ

は
熱
を
通
す
と
甘
く
柔
ら
か
く

な
る
た
め
、
様
々
な
料
理
で
活

躍
す
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ

ろ
う
。

　
三
つ
目
に
紹
介
す
る
の
は
大

根
だ
。
冬
の
時
期
に
収
穫
さ
れ

る
大
根
は
み
ず
み
ず
し
く
、
甘

い
も
の
が
多
い
。
ま
た
根
の
部

分
だ
け
で
な
く
、
葉
の
部
分
も

食
べ
る
こ
と
が
で
き
て
、
そ
こ

に
は
栄
養
が
た
く
さ
ん
含
ま
れ

て
い
る
。
根
の
部
分
は
煮
込
む

と
汁
の
味
が
染
み
て
い
く
。
大

根
は
汁
の
色
に
合
わ
せ
て
染
ま

っ
て
い
き
、
溶
け
て
い
き
そ
う

な
ほ
ど
に
な
る
の
だ
。
出
汁
は

和
風
な
も
の
が
合
う
だ
ろ
う
。

さ
ら
に
大
根
の
葉
も
捨
て
る
こ

と
な
く
、
一
緒
に
摂
る
こ
と
を

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

　
最
後
に
あ
ん
こ
う
を
紹
介
す

る
。東
の
ア
ン
コ
ウ
、西
の
フ
グ

と
言
わ
れ
る
ほ
ど
に
鍋
料
理
で

　
冬
に
よ
く
食
べ
ら
れ
て
い
る

料
理
と
言
え
ば
、
鍋
だ
ろ
う
。

こ
こ
で
は
冬
の
鍋
料
理
に
使
え

る
食
材
を
紹
介
し
た
い
。

　
一
つ
目
は
、春
菊
で
あ
る
。春

菊
と
聞
く
と
、
多
く
の
人
は
旬

は
春
だ
と
思
っ
て
い
る
か
も
し

れ
な
い
。
た
し
か
に
春
菊
は
春

に
花
を
咲
か
せ
る
が
、
実
際
の

旬
は
　
月
か
ら
2
月
の
間
な
の

11

だ
。
茎
や
葉
が
柔
ら
か
く
な

り
、
他
の
時
期
よ
り
も
お
い
し

く
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。
今

ま
で
あ
ま
り
春
菊
を
食
べ
て
こ

な
か
っ
た
人
に
、
こ
の
機
会
に

是
非
お
す
す
め
し
た
い
。

冬の鍋特冬の鍋特集集

ペ
ン
ジ
ュ
の
棺
　
木
エ
ジ
プ
ト
　
紀
元
前
8
0
0
年
頃
　
第
3
中
間

期
、
第
2
2
王
朝
～
第
2
3
王
朝
　
レ
ー
マ
ー
・
ペ
リ
ツ
ェ
ウ
ス
博
物

館
所
蔵
　
R
O
E
M
E
R
-
 U
N
D
 P
E
L
I
Z
A
E
U
S
-
M
U
S
E
U
M
　
H
I
L
D
E
S
H
E
I
M

ミ
イ
ラ
、命
と
向
き
合

ミ
イ
ラ
、命
と
向
き
合
うう
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試
合
後
、
鈴
木
選
手
に
話
を

聞
く
と
、「
1
部
リ
ー
グ
戦
最

終
日
を
終
え
た
後
、
私
た
ち
は

入
れ
替
え
戦
で
駒
澤
大
学
に
勝

つ
こ
と
だ
け
を
考
え
て
練
習
し

て
き
ま
し
た
。
色
々
な
特
徴
を

持
つ
選
手
が
い
る
中
、
何
度
も

ス
カ
ウ
テ
ィ
ン
グ
を
し
、
相
手

選
手
一
人
一
人
を
細
か
く
分
析

し
、
何
度
も
想
定
練
習
を
重
ね

ま
し
た
。
共
に
歩
ん
で
き
た
仲

間
や
い
ろ
い
ろ
な
面
か
ら
支
え

て
く
れ
た
人
た
ち
の
為
に
も
勝

ち
た
い
。
そ
し
て
後
輩
に
、
日

本
一
を
目
指
せ
る
環
境
を
残
し

て
あ
げ
た
い
。
そ
の
思
い
で
全

て
の
力
を
出
し
切
り
ま
し
た
。

挙
げ
き
れ
な
い
程
に
た
く
さ
ん

の
人
た
ち
に
支
え
ら
れ
て
、
私

た
ち
は
こ
こ
ま
で
や
っ
て
く
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
感

謝
の
気
持
ち
を
、
勝
利
と
い
う

結
果
で
返
す
こ
と
が
で
き
て
本

当
に
良
か
っ
た
で
す
。
こ
う
し

て
勝
て
た
の
も
、
最
後
ま
で
私

た
ち
を
信
じ
て
支
え
て
く
れ
た

人
た
ち
の
お
か
げ
で
す
。
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
」
と
、
感
謝
の
気
持
ち
を
あ

ら
わ
に
し
た
。
こ
れ
か
ら
先
、

先
輩
た
ち
の
熱
い
思
い
を
受
け

継
ぎ
、
本
学
ラ
ク
ロ
ス
部
女
子

は
さ
ら
な
る
進
化
を
遂
げ
て
い

く
こ
と
だ
ろ
う
。 （
田
中
大
貴
）

奪
い
合
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ

る
。
開
始
直
後
、
近
見
朋
香
選

手
（
史
2
）
が
幸
先
よ
く
得
点

を
決
め
る
が
相
手
の
猛
攻
に
失

点
も
し
て
し
ま
う
。

　
そ
の
後
も
両
チ
ー
ム
一
進
一

退
の
攻
防
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る

が
、
こ
こ
で
流
れ
を
変
え
た
の

が
本
学
の
多
田
麻
美
花
選
手

（
英
4
）
だ
。
相
手
の
攻
撃
を

し
の
い
で
の
カ
ウ
ン
タ
ー
で
相

手
ゴ
ー
ル
へ
攻
め
入
り
、
反
撃

の
狼
煙
と
な
る
1
得
点
を
挙
げ

る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
流
れ
を
引

き
寄
せ
た
本
学
は
さ
ら
に
高
貝

選
手
が
得
点
、
6
―
5
の
逆
転

に
成
功
す
る
。
そ
こ
か
ら
も
、

得
点
に
こ
そ
至
ら
な
い
も
の
の

本
学
有
利
の
ペ
ー
ス
の
ま
ま
第

3
Ｑ
が
終
了
し
た
。

　
流
れ
を
つ
か
ん
だ
本
学
は
第

4
Ｑ
も
攻
撃
の
手
を
緩
め
な

い
。
果
敢
に
相
手
ゴ
ー
ル
へ
攻

撃
を
仕
掛
け
、
パ
ス
と
ラ
ン
の

コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
駒
澤
大

学
を
翻
弄
す
る
。
逆
転
の
チ
ャ

ン
ス
を
与
え
る
こ
と
も
な
く
、

さ
ら
に
追
加
で
2
ゴ
ー
ル
を
奪

取
。
試
合
終
盤
に
相
手
の
粘
り

に
よ
っ
て
1
失
点
こ
そ
し
て
し

ま
う
も
の
の
、
最
終
的
に
は
8

―
6
と
い
う
結
果
で
1
部
所
属

チ
ー
ム
と
し
て
の
貫
録
を
見
せ

つ
け
、見
事
な
勝
利
を
収
め
た
。

が
止
め
ら
れ
て
し
ま
い
、
駒
澤

大
学
の
素
早
い
反
撃
に
よ
り
得

点
さ
れ
て
し
ま
う
。
そ
の
後
も

攻
め
込
ま
れ
、
合
計
3
点
を
失

っ
て
し
ま
う
。
し
か
し
そ
ん
な

厳
し
い
状
況
の
中
で
、
菅
原
真

子
選
手
（
国
社
4
）
が
隙
を
見

逃
さ
ず
に
ゴ
ー
ル
を
奪
取
。
こ

こ
か
ら
盛
り
返
し
た
い
本
学
は

そ
の
後
も
相
手
と
熾
烈
な
ボ
ー

ル
争
い
を
繰
り
広
げ
る
が
両
者

得
点
に
は
至
ら
ず
、
1
―
3
と

リ
ー
ド
を
許
し
た
状
態
で
第
1

Ｑ
を
終
え
た
。

　
第
2
Ｑ
開
始
直
後
も
攻
め
の

姿
勢
を
見
せ
る
本
学
。
だ
が
駒

澤
大
学
の
厳
し
い
チ
ェ
ッ
ク
に

よ
り
、
な
か
な
か
得
点
に
至
る

こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
ん
な
中

で
高
貝
菜
々
子
選
手
（
政
3
）

が
相
手
の
フ
ァ
ー
ル
を
き
っ
か

け
に
ゴ
ー
ル
へ
シ
ュ
ー
ト
を
放

ち
、
得
点
を
挙
げ
る
。
そ
の

後
、
意
地
を
見
せ
る
駒
澤
大
学

に
攻
め
込
ま
れ
る
が
、
先
ほ
ど

の
得
点
で
勢
い
に
乗
っ
た
本
学

は
相
手
の
パ
ス
を
カ
ッ
ト
。
再

び
攻
撃
に
転
じ
、
菅
原
選
手
の

放
っ
た
シ
ュ
ー
ト
が
ゴ
ー
ル
を

捉
え
た
こ
と
で
同
点
と
な
る
。

　
そ
こ
か
ら
し
ば
ら
く
本
学
の

攻
撃
が
続
く
が
、
一
瞬
の
隙
を

突
か
れ
て
失
点
し
て
し
ま
う
。

再
び
同
点
に
追
い
つ
き
た
い
本

学
で
あ
っ
た
が
得
点
で
き
な
い

ま
ま
に
3
―
4
で
第
3
Ｑ
へ
と

臨
む
。

　
第
3
Ｑ
も
激
し
い
ボ
ー
ル
の

　
「
対
戦
相
手
で
あ
る
駒
澤
大

学
の
選
手
は
、
2
部
で
す
が
体

が
大
き
い
上
に
足
も
速
く
、
2

部
の
試
合
で
は
　
点
以
上
も
の

10

点
差
を
つ
け
て
、
勝
っ
て
き
て

い
る
勢
い
の
あ
る
チ
ー
ム
で

す
」
。
主
将
で
あ
る
鈴
木
貴
紅

子
選
手
（
政
4
）
は
対
戦
相
手

に
つ
い
て
こ
う
話
し
た
。

　
本
学
ラ
ク
ロ
ス
部
女
子
の
今

回
の
対
戦
相
手
は
2
部
を
圧
倒

的
な
強
さ
で
勝
ち
上
が
っ
て
き

た
駒
澤
大
学
。
現
在
1
部
に
所

属
す
る
本
学
は
、
1
部
と
2
部

の
入
れ
替
え
を
賭
け
て
今
回
の

試
合
へ
臨
む
。
今
回
の
対
戦
に

関
し
て
の
意
気
込
み
を
聞
く

と
、「
次
の
試
合
は
現
チ
ー
ム

で
の
最
後
の
試
合
で
、
4
年
生

は
今
ま
で
や
っ
て
き
た
こ
と
を

す
べ
て
出
し
切
ろ
う
と
思
っ
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
今
回
負
け

て
し
ま
い
2
部
に
降
格
に
な
る

と
来
年
の
チ
ー
ム
が
日
本
一
を

目
指
す
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て

し
ま
う
の
で
、
必
ず
勝
ち
た
い

で
す
。
学
習
院
が
今
ま
で
　
年
30

間
に
渡
っ
て
築
き
あ
げ
て
き
た

1
部
と
い
う
立
場
を
守
る
た
め

に
、
最
後
ま
で
あ
き
ら
め
ず
に

戦
い
ま
す
」
と
熱
く
語
っ
て
く

れ
た
。

　
多
く
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
が
見
守

る
中
、
試
合
は
始
ま
っ
た
。
第

1
Ｑ
開
始
か
ら
速
攻
を
試
み
る

本
学
は
先
制
シ
ュ
ー
ト
を
放
つ

次
代
へ
繋
ぐ
思
い

気
合
十
分

劣
勢
な
る
も

反
撃
の
狼
煙

猛
追
撃

　
本
学
輔
仁
会
山
岳
部
は
、
大

正
8
年
4
月
の
創
部
以
来
、
令

和
元
年
に
創
立
百
周
年
を
迎
え

た
。
創
部
の
節
目
を
祝
う
記
念

式
典
が
、　

月
　
日
に
学
習
院
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30

創
立
百
周
年
記
念
会
館
に
て
開

催
さ
れ
た
。

　
記
念
式
典
で
は
、
本
学
山
岳

部
長
の
荒
川
一
郎
氏
に
よ
る
挨

拶
か
ら
始
ま
り
、
2
つ
の
講
演

の
後
、
懇
親
会
が
行
わ
れ
た
。

　
さ
ら
に
、
会
場
に
は
百
年
を

振
り
返
る
展
示
品
が
並
ぶ
。
多

く
の
卒
業
生
が
集
ま
り
、
登
頂

記
録
の
写
真
や
、
在
籍
し
て
い

た
当
時
の
部
誌
を
見
て
思
い
出

話
に
花
を
咲
か
せ
て
い
た
。
ま

た
、
遠
征
隊
が
持
ち
帰
っ
た
エ

ベ
レ
ス
ト
の
石
や
ア
ラ
ス
カ
に

生
息
す
る
ヘ
ラ
ジ
カ
の
角
な
ど

が
展
示
さ
れ
た
。

　
特
に
注
目
を
集
め
て
い
た
も

の
は
、
1
0
0
年
以
上
前
に
作

ら
れ
た
絹
の
ザ
イ
ル
で
あ
る
。

ザ
イ
ル
は
主
に
登
山
で
使
わ
れ

て
い
る
。
現
在
は
ナ
イ
ロ
ン
製

の
ザ
イ
ル
が
流
通
し
て
い
る
た

め
、
絹
で
作
ら
れ
た
ザ
イ
ル
は

か
な
り
珍
し
い
。
絹
は
、
濡
れ

て
も
し
な
や
か
さ
を
失
わ
ず
、

強
度
も
落
ち
な
い
こ
と
か
ら
上

質
な
素
材
と
さ
れ
て
い
た
。し

か
し
、絹
の
ザ
イ
ル
は
高
価
で

あ
る
た
め
頻
繁
に
生
産
さ
れ
る

こ
と
は
な
か
っ
た
。
貴
重
な
展

示
を
目
の
前
に
、多
く
の
人
が

カ
メ
ラ
を
向
け
て
い
た
。

　
記
念
式
典
の
講
演
で
は
、
本

学
山
岳
部
や
登
山
の
歴
史
に
つ

い
て
話
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
荒

川
氏
は
冒
頭
の
挨
拶
で
「
山
登

り
は
数
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
の
中
で

も
変
化
が
大
き
い
も
の
で
あ
る

と
思
わ
れ
ま
す
。
登
り
方
、
対

象
の
山
、
道
具
な
ど
様
々
な
も

の
が
時
代
と
共
に
変
化
を
続
け

て
い
ま
す
」
と
話
し
た
。

　
桧
垣
陽
三
氏
の
講
演
で
は
、

山
岳
部
の
黎
明
期
に
つ
い
て
話

が
あ
っ
た
。
1
9
0
5
年
に
日

本
山
岳
会
が
設
立
さ
れ
た
こ
と

に
よ
り
、
こ
れ
に
触
発
さ
れ
た

学
生
が
活
動
を
始
め
た
こ
と
が

創
部
の
き
っ
か
け
で
あ
る
。
創

設
当
初
は
、
輔
仁
会
旅
行
部
と

し
て
活
動
を
し
て
お
り
、
主
に

夏
の
登
山
や
積
雪
期
の
ス
キ

ー
、
冬
登
山
な
ど
に
親
し
ん
で

い
た
と
の
こ
と
だ
。

　
現
在
の
山
岳
部
と
い
う
名
称

は
、
1
9
2
5
年
に
改
称
さ
れ

た
。
ま
た
、
1
9
2
0
年
代
に

他
大
学
で
も
登
山
が
創
設
さ
れ

た
よ
う
で
あ
る
。

　
ま
た
、
福
岡
孝
純
氏
に
よ
る

講
演
で
は
、
山
岳
文
化
に
つ
い

て
「
ル
ネ
サ
ン
ス
期
の
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
で
は
、
山
は
悪
魔
の
住
処

で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
し

た
。
そ
こ
で
彼
ら
は
登
山
を
す

る
こ
と
で
こ
れ
を
克
服
し
よ
う

と
し
た
の
で
す
。
山
に
登
る
こ

と
自
体
を
目
的
と
し
た
登
山
は

人
々
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
ス
ピ
リ
ッ

ト
を
育
み
ま
し
た
」と
語
っ
た
。

　
現
在
、
山
岳
部
は
5
人
の
部

員
が
所
属
し
て
い
る
。
彼
ら
は

夏
・
冬
・
春
に
行
う
合
宿
に
向

け
て
日
々
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
重

ね
て
い
る
。
部
員
の
山
上
耀
一

郎
さ
ん
（
日
4
）
に
よ
る
と
、

日
々
の
練
習
と
し
て
、
体
力
強

化
と
知
識
の
習
得
が
必
要
で
あ

る
そ
う
だ
。
体
力
強
化
の
面
で

は
、
週
に
2
回
、
5
キ
ロ
の
ラ

ン
ニ
ン
グ
と
筋
ト
レ
が
欠
か
せ

な
い
。
ま
た
、
女
性
は
　

キ
30

ロ
、
男
性
は
　
キ
ロ
を
超
え
る

40

荷
物
を
背
負
い
、
坂
を
登
る

「
歩
荷
」
と
呼
ば
れ
る
練
習
を

行
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
安
全

な
登
山
活
動
の
た
め
、
机
上
講

習
も
行
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
合
宿
の
目
的
地
は
、

参
加
す
る
部
員
の
体
力
や
技
術

に
合
わ
せ
て
決
め
て
い
る
。
今

年
度
の
夏
合
宿
で
、
部
員
の
須

貝
綾
菜
さ
ん
（
営
4
）
は
、
登

山
中
に
滑
落
を
し
て
し
ま
っ
た

経
験
か
ら
、
厳
し
い
岩
に
登
る

こ
と
を
恐
れ
て
い
た
時
期
が
あ

っ
た
そ
う
だ
。
し
か
し
、
仲
間

と
練
習
を
重
ね
て
恐
怖
心
を
克

服
し
、
入
部
当
初
か
ら
の
目
標

で
あ
っ
た
槍
・
穂
高
全
山
縦
走

に
挑
ん
だ
。

　
山
岳
部
創
立
百
周
年
に
あ
た

り
、
須
貝
さ
ん
は
「
1
0
0
年

と
い
う
長
い
歴
史
の
節
目
に
山

岳
部
に
所
属
で
き
て
嬉
し
い
で

す
。
今
後
2
、
3
0
0
年
先
ま

で
続
い
て
ほ
し
い
の
で
、
も
っ

と
多
く
の
人
に
入
部
し
て
も
ら

え
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
」
と

意
気
込
ん
だ
。
時
代
が
移
り
変

わ
っ
て
も
、
山
岳
部
の
登
山
を

楽
し
む
心
は
き
っ
と
変
わ
ら
な

い
だ
ろ
う
。 

（
鈴
木
汐
里
）

創
立
百
周
年

山
岳
部
の
歴
史

今
後
の
歩
み

ラクロス部女ラクロス部女子子

山
岳
山
岳
部部

祝・百周祝・百周年年
歴史を振り返　歴史を振り返るる

果敢に攻め込む安達選果敢に攻め込む安達選手手
（撮影・清水結衣（撮影・清水結衣））

開会の挨拶をする荒川開会の挨拶をする荒川氏氏
（撮影・田中大貴（撮影・田中大貴））

　
全
日
本
大
学
選
手
権
大

会
、
通
称
イ
ン
カ
レ
で
は
女

子
ダ
ブ
ル
ス
カ
ル
8
位
入

賞
、
男
子
舵
手
つ
き
フ
ォ
ア

は
惜
し
く
も
敗
者
復
活
戦
で

敗
退
し
た
が
、
大
学
ボ
ー
ト

界
最
強
と
も
言
わ
れ
る
日
本

大
学
に
2
秒
差
に
迫
る
好
タ

イ
ム
を
叩
き
出
し
た
。

　
チ
ー
ム
の
成
長
を
実
感
し

て
い
る
石
岡
さ
ん
。
こ
れ
か

ら
の
チ
ー
ム
目
標
に
つ
い
て

「
今
年
の
イ
ン
カ
レ
で
達
成

で
き
な
か
っ
た
男
子
舵
手
つ

き
フ
ォ
ア
で
決
勝
Ａ
（
1
～

4
位
）
に
進
出
し
た
い
で
す
」

と
朗
々
と
し
た
口
調
で
話
し

て
く
れ
た
。
大
学
生
活
を
ボ

ー
ト
に
捧
げ
、
成
長
を
続
け

る
ボ
ー
ト
部
の
活
躍
に
目
が

離
せ
な
い
。 
（
村
上
大
晟
）

ろ
え
な
い
と
い
け
な
い
。
ま

た
、
心
拍
数
が
と
て
も
上
が

っ
た
状
態
で
や
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
で
、
部
員
と
多

く
の
す
り
あ
わ
せ
や
話
し
合

い
を
経
て
、
漕
ぎ
が
合
い
、

タ
イ
ム
が
上
が
っ
た
瞬
間
は

す
ご
く
嬉
し
い
で
す
」
と
話

し
て
く
れ
た
。
ま
た
「
大
会

ご
と
に
メ
ン
バ
ー
が
変
わ

り
、
そ
こ
で
、
そ
れ
ぞ
れ
が

一
つ
の
チ
ー
ム
を
作
り
、
そ

の
プ
ロ
セ
ス
を
積
み
重
ね
て

い
く
こ
と
で
チ
ー
ム
を
作
る

力
が
養
わ
れ
て
い
る
実
感
を

持
て
て
い
ま
す
」
と
充
分
に

魅
力
を
語
っ
て
く
れ
た
。

　
一
糸
乱
れ
ぬ
動
き
で
「
究

極
の
チ
ー
ム
ス
ポ
ー
ツ
」
と

も
呼
ば
れ
る
ボ
ー
ト
競
技
。

今
回
は
ボ
ー
ト
部
主
将
の
石

岡
滉
一
朗
さ
ん
（
営
3
）
に

お
話
を
伺
っ
た
。
ボ
ー
ト
部

に
入
っ
た
き
っ
か
け
は
先
輩

と
後
輩
の
垣
根
が
な
い
た

め
、
部
の
雰
囲
気
が
よ
く
、

魅
力
的
な
先
輩
が
た
く
さ
ん

い
る
こ
と
に
居
心
地
の
良
さ

を
感
じ
た
か
ら
だ
と
い
う
。

　
主
将
に
就
任
し
て
数
ヶ

月
、
現
チ
ー
ム
の
雰
囲
気
は

「
他
の
部
活
と
比
べ
て
人
数

は
少
な
い
の
で
す
が
、
全
員

の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
統
一

が
達
成
で
き
て
い
て
、
全
員

が
同
じ
目
標
に
向
か
っ
て
い

ま
す
」
と
話
し
て
く
れ
た
。

　
シ
ー
ズ
ン
オ
フ
の
練
習
は

基
本
的
に
朝
に
乗
艇
練
習
、

午
後
に
ウ
エ
イ
ト
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
な
ど
を
行
い
、
月
曜
か

ら
日
曜
ま
で
毎
日
練
習
に
励

ん
で
い
る
。

　
日
々
ボ
ー
ト
に
時
間
を
費

や
し
汗
を
流
す
中
、
ボ
ー
ト

を
や
っ
て
い
て
感
じ
る
競
技

の
魅
力
は
「
ボ
ー
ト
は
究
極

の
チ
ー
ム
ス
ポ
ー
ツ
と
言
わ

れ
て
お
り
、
体
の
動
き
か

ら
、
力
の
入
れ
具
合
ま
で
そ

　

ボ
ー
ト
部

石
岡
  滉
一
朗
  さ
　

　
ん （
営
3
 ）

　
私
は
今
年
で
二
十
歳
に
な

る
。
十
歳
の
と
き
に
行
っ
た
半

分
成
人
式
で
は
、
こ
ん
な
に
も

早
く
十
年
が
過
ぎ
る
と
思
っ
て

い
な
か
っ
た
▼
二
十
歳
と
は
二

十
年
生
き
た
こ
と
で
、
そ
の
当

た
り
前
の
事
実
に
目
が
く
ら

む
。
平
均
寿
命
で
あ
っ
た
ら
、

あ
と
六
十
年
ほ
ど
、
今
ま
で
の

三
倍
生
き
る
の
か
と
思
う
と
途

方
に
暮
れ
る
。
し
か
し
、
こ
こ

ま
で
振
り
返
る
と
長
い
よ
う
で

一
瞬
だ
っ
た
。
幸
い
な
こ
と
に

楽
し
い
こ
と
に
溢
れ
て
い
た
。

当
た
り
前
の
出
来
事
が
、
瞬
く

間
に
過
去
に
な
っ
て
い
く
▼
二

十
歳
は
成
人
の
年
で
あ
り
、
節

目
の
年
で
も
あ
る
。
大
人
と
呼

ぶ
に
は
ひ
よ
っ
こ
す
ぎ
る
が
、

そ
れ
で
も
「
大
人
の
仲
間
入
り

（
仮
）
」
く
ら
い
で
は
あ
る
の

だ
。
気
持
ち
も
趣
味
も
中
学
生

の
と
き
と
な
ん
ら
変
わ
っ
て
な

い
。
大
人
っ
て
案
外
子
ど
も
と

変
わ
ら
な
い
の
か
も
し
れ
な
い

と
や
っ
と
気
づ
け
た
。
歳
を
重

ね
、
変
わ
ら
な
い
部
分
も
、
変

わ
っ
て
い
く
部
分
も
す
べ
て
を

認
め
て
い
き
た
い
。 

（
縫
）
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